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◇新学習指導要領では「ライティング」は「オーラル・コミュニケーションⅠ」または「英語Ⅰ」を履修した後に履修させるものとして位置づけられている。したがって、２年生以降の履修となるだろう。その際、２年生、あるいは３年生のみで集中的に履修させる学校もあるだろうし、２～３年生の２年間にわたって分割履修させるケースも考えられる。

◇標準単位数は４単位としている（週４時間×35週＝140時間）。しかし、学校行事その他で年間30週（120時間）を切ることも予想されるので、本書では各学校の実態に合わせて弾力的な使用が可能な構成、内容をとっている。例えば
Part 1　基礎編（各課見開き２ページ単位で、全25課）

	配当時間
	課
	タ イ ト ル
	学 習 内 容

	①案
	②案
	
	
	

	１
	２
	１


	ニュージーランドより
	文型―１

	１
	２
	２


	名前を漢字で
	文型―２

	１
	２
	３

	バンドメンバー募集中
	動詞―１

	１
	２
	４

	気になる彼
	動詞―２

	１
	２
	５

	歓迎パーティー
	動詞―３

	１
	１
	
	LISTEN & WRITE 1
	「映画」に関するリスニング演習

	１
	２
	６

	スタジオ・ツアーはどうだった？
	動詞―４

	１
	２
	７
	ボランティア活動
	句動詞

	１
	２
	８

	エマはいますか？
	助動詞―１

	１
	２
	９
	私の好きなタレント
	助動詞―２

	１
	２
	10

	夢はスペインリーグ
	不定詞

	１
	１
	
	LISTEN & WRITE 2
	「料理」に関するリスニング演習

	１
	２
	11
	能を体験
	動名詞

	１
	２
	12


	ホストファミリー
	分　詞


次の２案のような配当時間案を考えてみたが、これらを参考にして、適宜学校の実態に合わせて配当していただきたい。

①Part 1を各課１時間、LISTEN & WRITEを各１時間、Part 2, 3を各課２時間の配当とすると、全体で計64時間の計算となる。

②WORKBOOK, 小テストなどを併用しながら、あるいはTRYにじっくり取り組みながらPart 1を各課２時間、LISTEN & WRITEを各１時間、Part 2を各課３時間、Part 3を各課２時間の配当とすると、計99時間の計算となる。

	学 習 内 容 細 目
	評 価 の 観 点
	文　体

	
	
	

	１Ｓ＋Ｖ

２Ｓ＋Ｖ＋Ｃ
	・左記の文法項目に従って正しく書くことができる。

・間違うことを恐れずに積極的に書いている。
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、自己紹介文が書ける。
	記述文

	１Ｓ＋Ｖ＋O

２Ｓ＋Ｖ＋O＋O

３Ｓ＋Ｖ＋O＋Ｃ
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、適切な文章が書ける。
	対話文

	１現在形

２現在進行形
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、メンバー募集の文章が書ける。
	記述文

	１過去形

２過去進行形
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、最近の出来事を伝える文章が書ける。
	記述文

	１will / be going to / be ～ing

２未来進行形
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して予定を伝える文章が書ける。
	記述文

	
	映画の名前、日付や料金などの情報を正確に聞き取ることができる。
	

	１現在完了形

２過去完了形
	・左記の文法項目に従って正しく書くことができる。

・間違うことを恐れずに積極的に書いている。
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、「ずっとしたいと思っていること」が書ける。
	対話文

	１動詞＋前置詞[副詞]

２動詞＋副詞[名詞]＋前置詞
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、適切な文章が書ける。
	記述文

	１can

２may

３must
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、自分の特技について書ける。
	対話文

	１should, wouldの用法

２助動詞に準ずる表現
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、好きなタレントについて書ける。
	記述文

	１名詞的用法

２形容詞的用法

３副詞的用法
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、将来の夢が書ける。
	記述文

	
	料理の材料や分量、またその作り方を正確に聞き取ることができる。
	

	１主語の場合

２補語の場合

３目的語の場合
	・左記の文法項目に従って正しく書くことができる。

・間違うことを恐れずに積極的に書いている。
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、自ら体験したことについて書ける。
	記述文

	１現在分詞

２過去分詞

３分詞構文
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、身近な人の紹介文が書ける。
	記述文


	配当時間
	課
	タ イ ト ル
	学 習 内 容

	①案
	②案
	
	
	

	１
	２
	13
	永遠のスター
	準動詞の慣用表現

	１
	２
	14

	おすすめの映画
	受動態

	１
	２
	15

	新しい家ができると
	使役動詞・知覚動詞

	１
	１
	
	LISTEN & WRITE 3
	「有名人」に関するリスニング演習

	１
	２
	16

	チャイって？
	主語―１

	１
	２
	17
	初めてのイタリア旅行
	主語―２

	１
	２
	18
	転ばぬ先の…
	関係詞―１

	１
	２
	19

	おいしいパスタの店
	関係詞―２

	１
	２
	20

	カナダ人の先生
	接続詞

	１
	１
	
	LISTEN & WRITE 4
	「観光」に関するリスニング演習

	１
	２
	21
	世界に広がる英語
	比較―１

	１
	２
	22
	アメリカ人とサッカー
	比較―２

	１
	２
	23
	インターネットは便利？
	否　定

	１
	２
	24
	歴史は「もしも」でいっぱい
	仮定法―１

	１
	２
	25
	重力がなかったら
	仮定法―２

	１
	１
	
	LISTEN & WRITE 5
	「ニュース」に関するリスニング演習


	学 習 内 容 細 目
	評 価 の 観 点
	文　体

	１不定詞の慣用表現

２動名詞の慣用表現

３分詞の慣用表現
	・左記の文法項目に従って正しく書くことができる。

・間違うことを恐れずに積極的に書いている。
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、好きなスターについて書ける。
	記述文

	１by～を伴う受動態

２by～を伴わない受動態

３by以外の前置詞を伴う受動態
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、映画の紹介文が書ける。
	記述文

	１使役動詞

２知覚動詞
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、家族の紹介文が書ける。
	記述文

	
	年号などの数字や地名などの情報を正確に聞き取ることができる。
	

	１総称の代名詞

２無生物主語
	・左記の文法項目に従って正しく書くことができる。

・間違うことを恐れずに積極的に書いている。
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、新聞記事について書ける。
	記述文

	１時間・距離・天候などを表すit

２形式主語のit

３強調構文としてのit
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、紀行文が書ける。
	記述文

	１関係代名詞

２関係代名詞の省略

３関係代名詞のwhat
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、適切な文章が書ける。
	対話文

	１関係副詞

２先行詞の省略
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、お気に入りの店について書ける。
	記述文

	１名詞節を導く接続詞

２副詞節を導く接続詞
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、学校新聞の記事が書ける。
	対話文

	
	・年号や場所などの情報を正確に聞き取ることができる。

・時間などの数字を正確に聞き取り、状況を把握できる。
	

	１比較級

２最上級
	・左記の文法項目に従って正しく書くことができる。

・間違うことを恐れずに積極的に書いている。
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、適切な文章が書ける。
	記述文

	１原級

２その他の比較表現
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、適切な文章が書ける。
	記述文

	１「no＋名詞」、no-で始める代名詞

２部分否定

３few / little / hardly
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、適切な文章が書ける。
	対話文

	１仮定法過去

２仮定法過去完了

３as if ～の用法
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、適切な文章が書ける。
	記述文

	１I wish ～の用法

２If it were not [had not been] for ～

３その他の仮定用法
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、適切な文章が書ける。
	対話文

	
	・日付や数字を正確に聞き取ることができる。

・天気や気温の情報を正確に聞き取ることができる。
	


Part 2　発展編（各課４ページ単位で、全10課）

	配当時間
	課
	タ イ ト ル
	ト ピ ッ ク
	学 習 内 容

	①案
	②案
	
	
	
	

	２
	３
	１


	優勝おめでとう
	スポーツ
	感謝・喜び・祝福

	２
	３
	２


	マンガの本を作りたい
	趣　味
	好み・希望

	２
	３
	３


	映画に行かない？
	娯　楽
	勧誘・提案・依頼

	２
	３
	４


	待たせてごめん
	交　際
	謝罪・同情・悲しみ

	２
	３
	５


	写真はOK？
	公共・ルール
	許可・禁止

	２
	３
	６


	夏休みの計画
	旅　行
	計画・予定・意図

	２
	３
	７


	国際機関で働きたい
	進　路
	譲　歩

	２
	３
	８
	なぜふろしきなの？
	環境問題
	原因・理由

	２
	３
	９


	おじぎと握手
	文化・習慣
	目的・結果

	２
	３
	10


	優先座席に賛成？
	社会問題
	賛成・反対・意見


Part 3　総合編（各課見開き２ページ単位で、全７課）

	配当時間
	課
	タ イ ト ル
	学 習 内 容

	①案
	②案
	
	
	

	２
	２
	１
	楽しかった海水浴
	時間の順に書く

	２
	２
	２
	趣味は人さまざま
	例をあげて書く

	２
	２
	３
	Ｅメールと電話
	比較・対照して書く

	２
	２
	４
	ハンバーガー大好き
	原因・理由を述べる

	２
	２
	５
	英仏海峡トンネル
	要点・要約を書く

	２
	２
	６
	ＤＶＤはすぐれもの
	感想・意見を書く

	２
	２
	７
	英語俳句
	創作する


	学 習 内 容 細 目
	評 価 の 観 点
	文　体

	
	
	

	１「ありがとう」「感謝します」

２「～してうれしい」

３「おめでとう」「祝う」
	・左記の働きを持つ表現を覚え、正しく書くことができる。

・左記のトピックに関する語句・表現を覚え、正しく書くことができる。

・間違うことを恐れずに積極的に書いている。
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、お礼の気持ちを伝える文章が書ける。
	対話文

	１「～が好き」「～のほうが好き」

２「～したい」
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、自分の趣味について書ける。
	対話文

	１「～しませんか」など

２「～してください」など
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、友達を勧誘する文章が書ける。
	対話文

	１「～してすみません」など

２「お気の毒です」など

３「～して悲しい」「落ち込む」
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、謝罪の気持ちを伝える文章が書ける。
	対話文

	１「～してもいいですか」

２「～してはいけません」
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、校則について書ける。
	対話文

	１「～する計画である」

２「～する予定である」

３「～するつもりである」
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、休暇中の計画について書ける。
	対話文

	１「～だけれども」

２「たとえ～でも」

３「～しようとも」など
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、将来の職業について書ける。
	記述文

	１「～なので」

２「～のおかげで」「～のために」
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、環境問題について書ける。
	対話文

	１「～するために」

　「～するといけないので」

２「とても～なので…」「～の結果…」
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、日本的な風俗習慣について書ける。
	記述文

	１「賛成する」「一致する」

２「反対する」「そうは思わない」

３「～の考えでは」
	
	学んだ表現を使って、伝えたい内容を整理して、学校の制服について賛成か反対の立場で書ける。
	対話文


	評 価 の 観 点

	・英語の文章構成について理解している。

・「つなぎの語句」を使い、文のつながりや構成を考えた文章が書ける。

・間違うことを恐れずに積極的に書いている。

	・書かれた内容について要点のメモが取れる。　　　　・文のつながりや構成を考えて要約文が書ける。

	・書かれた内容について意見や感想のメモが取れる。　・文のつながりや構成を考えて意見・感想文が書ける。

	・間違うことを恐れずに積極的に書いている。　　・自ら進んで書いたものを読み直し、意欲的に書き直している。


年間指導計画

















